
日仏海洋学会賞規定 

 

1. 日仏海洋学会賞（以下「学会賞」という）および日仏海洋学会論文賞（以下「論文賞」

という）を本学会に設ける。学会賞は、海洋学および水産学において顕著な学術業績を

挙げた者を対象とする。論文賞は、若手研究者や大学院生を筆頭著者とし、原則として

選考年度を含む 3 年（暦年）の間に本学会誌に発表された優秀な論文を対象とする。学

会賞および論文賞は、本学会員の中から以下に述べる選考を経て選ばれた者に授ける。 

2. 学会賞および論文賞候補者を選考するため学会賞および論文賞受賞候補者推薦委員会

(以下「委員会」という)を設ける。 

3. 委員会の委員は 9 名とする。委員は毎年春の評議員会で選出し、委員長は委員の互選に

より定める。委員の任期は 2 年とし、隔年に 4 名および 5 名を交代する。会長は委員会

が必要と認めた場合、評議員の同意を得て 2 名まで委員を追加委嘱することができる。

ただし、追加委嘱された委員の任期はその年度限りとする。 

4. 委員会は学会賞受賞候補者 1 件および論文賞受賞候補者 2 件以内を選び、2 月末までに

選考理由書をつけて会長に報告する。 

5. 会長は委員会が推薦した各候補者につき無記名投票の形式により評議員会にはかる。投

票数は評議員総数の 3 分の 2 以上を必要とし、有効投票のうち 4 分の 3 以上の賛成があ

る場合、これらを各賞受賞者として決定する。 

6. 授賞式は翌年春の総会において行い、学会賞受賞者には賞状およびメダルを、論文賞受

賞者には賞状をそれぞれ贈呈する。 

7. 本規定の改正は評議員会の議を経て行なう。 

 

覚書 

1. 委員は各専門分野から選出されるように十分配慮すること。 

2. 受賞者は原則として順次各専門分野にわたるよう十分配慮すること。 

 

附則 本規定は、2018 年 6 月 2 日から施行する。 

 


